
　

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
は
、

小
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表

選
挙
の
２
つ
の
選
挙
に
よ
っ

て
議
員
を
選
び
ま
す
。
最
高

裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査

は
、
罷
免
を
可
と
す
る
裁
判

官
を
選
び
ま
す
。

▼
投
票
用
紙
の
種
類
…
次
の

３
種
類
で
す
。

①
小
選
挙
区
選
挙
（
う
す
い

青
色
）

②
比
例
代
表
選
挙
（
白
色
）

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国

民
審
査
（
桃
色
）

▼
投
票
の
手
順（
図
１
参
照
）

…
ま
ず
①
の
投
票
用
紙
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
候
補
者

の
氏
名
を
書
き
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
次
に
、
②
と
③
の

投
票
用
紙
を
同
時
に
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
②
に
は
政
党

名
を
、
③
に
は
、
罷
免
を
可

と
す
る
裁
判
官
に
×
の
記
号

を
書
き
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昭
和　

年　

月　

日
以
前

５８

１１

１０

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成　
１５

年
７
月　

日
ま
で
に
宇
治
市

２７

へ
の
転
入
届
け
を
し
た
か
、

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
宇
治

市
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
。

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇治治治治治治治治治治田田田田田田田田田田楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ままままままままままつつつつつつつつつつりりりりりりりりりり宇治田楽まつり
   ～舞い、躍れ。詠い、奏でよ。～

　

な
お
、
次
の
場
合
も
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
他
の
市
区
町
村
で
投
票
を

行
う
場
合
…
次
の
○ア
 

〜
○ウ
 

の

手
順
で
投
票
し
ま
す
。

○ア
 

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け

な
い
理
由
を
書
い
た
宣
誓
書

を
添
え
て
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
直
接
ま
た
は
郵
便
で

投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。（
宣
誓
書
は
、
最
寄

り
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ

り
ま
す
）。

○イ
 
 
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
、

不
在
者
投
票
証
明
書
を
本
人

に
郵
送
し
ま
す
。

○ウ
 

郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
、

投
票
用
封
筒
、
不
在
者
投
票

証
明
書
を
持
っ
て
、
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
に
は
日
数
を

要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
病
院
な
ど
で
投
票
を
行
う

場
合
…
都
道
府
県
の
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
そ
の
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

…
身
体
障
害
者
等
の
手
帳
を

交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
を
請
求
す
る
に

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
発

行
の
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。
郵
便
投
票
の

請
求
は
、　

月
５
日
�
ま
で

１１

に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を

添
え
て
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
郵
便
で
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
な
ど
の
氏
名
、
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公

報
を　

月
６
日
�
の
朝
日
・

１１

毎
日
・
読
売
・
産
経
・
京
都
・

日
本
経
済
新
聞
の
朝
刊
に
折

り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
で
市
政
だ
よ

り
を
受
け
取
っ
て
い
る
世
帯

に
も
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
・
各
公
民
館
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
置

い
て
い
ま
す
。

　

表
１
と
図
２
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�
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な
お
、
次
の
場
合
は
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
７
月　

日
以
後
に
市
外
か

２８

ら
宇
治
市
に
転
入
届
け
を
し

た
人

◎　

月　

日
以
後
に
宇
治
市

１０

２１

内
で
転
居
を
し
た
人
。
た
だ

し
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
第　

投
票
所

１７

（
笠
取
集
会
所
）、
第　

投
１８

票
所
（
笠
取
南
部
集
会
所
）

は
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

　

投
票
所
が
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
入
場
券
を
世
帯
ご

と
に
お
送
り
し
ま
す
。
投
票

日
に
は
、
自
分
の
分
を
切
り

離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
な
く
し

た
り
、
忘
れ
た
り
し
た
場
合

な
ど
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。
投
票
所
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に

行
け
な
い
人
の
た
め
に
、
不

在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
仕
事
や
旅
行
、
入

院
な
ど
、
法
律
に
定
め
る
事

由
に
該
当
す
る
場
合
に
、
投

票
日
前
で
も
投
票
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

不
在
者
投
票
は
、　

月　
１０

２８

日
�
か
ら　

月
８
日
�
ま
で

１１

の
毎
日
、
午
前
８
時
半
か
ら

午
後
８
時
ま
で
、
市
役
所
庁

舎
１
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー

ナ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

の
国
民
審
査
は
、
国
民
審
査

の
規
定
に
よ
り
、　

月
２
日

１１

�
か
ら
８
日
�
ま
で
で
す
。

　

衆
議
院
が　

月　

日
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

１０

１０

　

月　

日
に
公
示
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙

１０

２８

の
投
票
日
は
、　

月
９
日　

で
す
。
併
せ
て
最
高

１１

（日）

裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選

挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�　

・
８
７

２０

９
８
）

 

３
種
類
の
投
票

  
投 
票 
時 
間

　

月
９
日　

は
投
票
日
で
す

１１

（日）

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
あなたの一票忘れずに

【図１】投票の手順

　　　　＜投票所の変更＞
変更後（図 2参照）変更前変更する投票所

笠取集会所�
笠取小学校
体育館第 17投票所

同校
第 1体育館�

東宇治中学校
第 2体育館第 25投票所

三室戸北集会所
（新設）�立命館宇治高校第 26投票所

　　　　＜投票区域の変更＞
第２６投票所の位置の変更に伴い、下記の区域の投票所も変更になります。

変更後の投票所変更前の投票所変更する区域

第 31投票所
（緑樹院第一道場、
　　　図 2参照）

�
第 26投票所

（立命館宇治高校）

莵道東隼上りの一部と、
西隼上りの一部の区域
（いずれも京滋バイパス
以北※）

第 26投票所
（三室戸北集会所）�

第 29投票所
（南部小学校体育館）

莵道平町の一部の区域
（1番地の 9～ 26※）
※該当地域・投票所について、詳しくは、投票所入場券で確認いただく
か、市選挙管理委員会事務局までお問い合わせください。

午後4時45分～
  　　（15分間）

11月2日（日） ＫＢＳ京都
 ＵＨＦ３４ｃｈ

テレビ広報 さわやか宇治さわやか宇治
うた

手話通訳あり

 
市
内
で
投
票
で
き
る
人

投
票
所
・
投
票
区
域
の
変
更

   
選 
挙 
公 
報

【表１】

【
図
２
】
変
更
後
の
投
票
所

 
投
票
所
入
場
券

ひ
め
ん

第　

投
票
所

１７

第　

投
票
所

２５

第　

投
票
所

２６

第　

投
票
所

３１

当
日
投
票
が

で
き
な
い
人
は

不
在
者
投
票
を
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家
族
に
、「
さ
る
年
生
ま

れ
の
人
が
２
人
以
上
い
る
」、

「
姓
や
名
前
に
猿
・
申
の
字

が
あ
る
」、「
現
に
猿
を
飼
っ

て
い
る
」
な
ど
、「
さ
る
」
に

縁
の
あ
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん

へ
。

　

広
報
課
で
は
、
本
紙
平
成

　

年
１
月
１
日
号
に
、
ご
家

１６族
そ
ろ
っ
て
写
真
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
登
場
し
て
い
た
だ

く
「
さ
る
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法
…
は
が
き
に
、

①
住
所　

②
家
族
全
員
の
氏

名
と
生
年
月
日　

③
電
話

（
フ
ァ
ク
ス
）
番
号　

④
わ

が
家
の
簡
単
な
Ｐ
Ｒ
を
書
い

て
、　

月　

日
�
（
当
日
消

１１

１４

印
有
効
）ま
で
に
広
報
課（
〒

６
１
１
�
８
５
０
１
住
所
省

略
可
）へ
。
フ
ァ
ク
ス（　

・
２０

８
７
７
９
）
か
持
参
で
も
可
。

な
お
、
選
考
結
果
に
つ
い
て

は
、
応
募
者
全
員
に
連
絡
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
広
報
課

広げよう地域の�わ

�

高めよう文化の�わ

�

善 法 文 化 祭

　
　

月
２
日
�
、「
広
げ
よ

１１
う
地
域
の
�
わ
�　

高
め
よ
う

文
化
の
�
わ
�」
を
テ
ー
マ
に
、

善
法
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

生
花
や
書
道
な
ど
、
地
域

の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
場
と
し
て
始
ま
り
、
今

回
で　

回
目
に
な
り
ま
す
。

３０

　

地
域
活
動
の
成
果
な
ど
の

作
品
展
示
と
と
も
に
、
保
育

所
園
児
と
保
護
者
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
や
歌
、
喜
老
会
の

コ
ー
ラ
ス
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
模
擬
店
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

同
和
問
題
の
解
決
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
す
。

差
別
を
無
く
し
、
お
互
い
の

人
権
を
大
切
に
す
る
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
同

和
問
題
を
学
習
し
、
理
解
す

る
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
と
き
…　

月
２
日
�
、
午

１１

前　

時
〜
午
後
３
時
（
屋
外

１０
ス
テ
ー
ジ
は
午
後
１
時
〜
）

■
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館

■
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
�

　

・
９
１
９
７
）

３９

　　　　　　　　　　　　
施　設　名施　 設　 名

＊中央公民館＊市役所 （１階玄関案内横）
＊宇治公民館＊生涯学習センター
＊木幡公民館＊西小倉コミュニティセンター
＊小倉公民館＊東宇治コミュニティセンター
＊広野公民館＊南宇治コミュニティセンター
＊中央図書館＊槇島コミュニティセンター
　東宇治図書館＊木幡地域福祉センター
　西宇治図書館＊開地域福祉センター
　歴史資料館＊西小倉地域福祉センター
＊莵道ふれあいセンター＊広野地域福祉センター
＊平盛ふれあいセンター＊東宇治地域福祉センター
＊伊勢田ふれあいセンター　槇島地域福祉センター
　善法老人福祉センター＊総合福祉会館 
　善法青少年センター　うじ安心館
　河原青少年センター＊黄檗体育館
　文化センター　西宇治体育館
　ゆめりあ うじ　木幡河原隣保館　
　宇治商工会議所　善法隣保館
　笠取簡易郵便局　玉池集会所

表２．地域福祉計画（委員会素案）を配置している公共施設一覧

地
域
福
祉
計
画

地
域
福
祉
計
画（
委
員
会
素
案

（
委
員
会
素
案
））にに

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
ささ
いい

地域福祉計画の策定に向けて

　

市
で
は
、
公
募
委
員
を
含
む　

人
の
委
員
で
構
成
す
る
地
域
福
祉
計

２５

画
策
定
委
員
会
（
井
岡
勉
委
員
長
）
を
設
置
し
「
宇
治
市
地
域
福
祉
計

画
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
０
０
０
人
の
市
民

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

の
開
催
や
、
学
区
福
祉
委
員
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
・
健
康
・
地

域
福
祉
に
関
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
の
た
び
策
定
委
員
会

素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～安心して暮らせる住民主体のまちづくり～

地域で安心して暮らせるように
ともに支え合いましょう

　　　　　　内　　　　  容　 年　月
�庁内体制（検討会議・作業部会）　
�講演会・フォーラム等の実施平成 １４ 年度

�市長から策定委員会委員へ委嘱状交付
　　～同計画について共通理解～

平 成 １５ 年 
　３月

�暮らしと地域福祉に関するアンケート実施４月
�地域福祉策定委員会の取り組み
　　市地域福祉計画の目的・位置付けの確認、
　　課題分析（主に高齢者・障害者・児童の福
　　祉、社会福祉協議会）、ヒアリング・地域
　　懇談会等について意見交換、アンケート・
　　ヒアリング・地域懇談会などの取り組み
　　結果の確認、課題の整理、基本的理念の
　　検討、計画の素案づくり、意見募集の方
　　法等について意見交換

５ 月 ～ １０月
　　

�現状把握の取り組み
　　ＮＰＯ・ボランティア団体・学区福祉委
　　員会へのアンケート実施、障害者団体等
　　へのヒアリング実施、福祉のまちづくり
　　懇談会開催

６ 月 ～９月

�計画（委員会素案）の公表・意見募集　　１１月
�委員会から市長へ地域福祉計画案の報告
�宇治市地域福祉計画を策定

平成１６ 年
 　　３ 月

表１．地域福祉計画策定に向けた経過及び今後の予定

　

地
域
福
祉
計
画
は
、
社
会

福
祉
法
に
基
づ
き
、
地
域
福

祉
社
会
の
推
進
に
向
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
総
合
的
に

定
め
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
誰
も
が
よ

り
一
層
安
心
し
て
、
地
域
で

と
も
に
支
え
合
う
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
も
の
で
、
既
に
あ
る
保
健

福
祉
分
野
に
お
け
る
計
画

（
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、

障
害
者
福
祉
基
本
計
画
、
児

童
育
成
計
画
等
）
に
共
通
す

る
理
念
を
相
互
に
つ
な
ぎ
、

今
後
の
地
域
福
祉
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
宇
治
市
地
域
福

祉
計
画
（
委
員
会
素
案
）」
は
、

主
な
公
共
施
設
（
表
２
参
照
）

に
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
表
２
の
＊
印
の

あ
る
施
設
に
は
「
市
民
の
声

投
書
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま

　

安
心
し
て
住
み
続
け
る
た

め
に
は
、
ま
ち
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
集
ま

っ
て
こ
そ
、
よ
り
良
い
福
祉

の
ま
ち
の
あ
り
方
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

市
で
は
、
今
後
も
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

「
宇
治
市
地
域
福
祉
計
画
」

す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
意
見
は
、

　

月　

日
�

１１

１８

ま
で
に
社
会

福
祉
援
護
課

へ
（
�　

・
２１

０
４
０
７
、

メ
ー
ル
ア
ド

レ
スfu

k
u
s

h
ie
n
g
o
k
a

@
city
.u
ji.

kyoto.jp

）。

    問い合わせ
社会福祉援護課

11 月 2 日 （日）

＝文化祭  地域がつむぐ明日の夢＝

第 ３０ 回

 
あ
な
た
の
声
を
計
画
づ
く
り
に

 
生
か
し
ま
し
ょ
う
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�
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▲福祉のまちづくり懇談会

本
紙　

年
１
月
１
日
号
で
紹
介
す
る

１６
申（
さ
る
）年

フ
ァ
ミ
リ
ー
を

 
大大大大大大大大大大
募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集

大  
募  
集

地
域
福
祉
計
画
と
は

宇 治 市 地 域 福 祉 計 画（ 委 員 会 素 案 ）概 要

� 地 域 福 祉 推 進 の プ ロ グ ラ ム �

『一人ひとりが認め合い ともに支え合う 安心して暮らせる住民主体のまちづくり』基本理念

�地域福祉推進の基本的視点�

◎基本的人権を重んじ、誰も
　が地域で当たり前に暮らせ
　る、やすらぎのあるまちづく
　りを実現します。

◎住民が主体となって、地域
　の元気力を育む、はりあいの
　あるまちづくりを進めます。

◎豊かな自然環境や地域の歴
　史・風土をいかし、うるお
　いのある福祉文化の創造に
　つとめます。

�安心して暮らせるまちづ
　くり
 ①個人の尊厳と基本的人権の尊重
 ②こころと施設等のバリアフリー
　 の実現
 ③こころと体の健康づくりの啓発・
　 促進
 ④災害時に備えた地域連携
 ⑤苦情対応・権利擁護・オンブズマ
　 ン制度の利用促進
 ⑥生活関連分野との連携
�地域福祉活動への住民参
　画の推進
 ①地域福祉活動への住民参画の促進
 ②人と人、人と地域、地域と地域
　 をつなぐ社会資源の有効活用と
　 地域の活性化
 ③ボランティア・市民活動の活発化

�緩やかな支え合い
 ①住民の主体的参加による取り組
　 みへの支援
 ②福祉文化の育みと地域の連携・
　 交流
 ③地域福祉推進のための人材育成
�多様な福祉サービスの創
　生と展開
 ①福祉サービス事業者の育成とサ
　 ービスの質の向上
 ②ボランティア・Ｎ Ｐ Ｏなどと連携
　 した新しいサービスづくりの促進
�相談・サービス・情報の
　ネットワーク
 ①相談体制の充実
 ②福祉ニーズを見逃さない地域の
　 仕組みづくり
 ③保健・医療・福祉の連携の推進
 ④情報収集と情報提供体制の構築



（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００３年（平成１５年）  １１月１日発行　第１３６６号

　

家
庭
で
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
生
活
に
安
ら
ぎ
や

潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
飼
い
主
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
義
務
や
責
任
が
生
じ
ま
す
。
特
に
犬
の
飼
い
主
は
法
律

（
狂
犬
病
予
防
法
）
に
基
づ
き
、
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ふ
ん
の
不
始
末
や

鳴
き
声
な
ど
の
苦
情
も
絶
え
ま
せ
ん
。
人
と
動
物
が
幸
せ
に
暮
ら
す

た
め
に
、
愛
情
と
責
任
を
持
ち
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
地
の
道
路
な
ど
で
放

置
さ
れ
た
ふ
ん
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
周
辺
の
皆
さ
ん

に
、
迷
惑
と
不
快
感
を
与
え

て
い
ま
す
。
ふ
ん
の
処
理
は
、

京
都
府
の
条
例
で
飼
い
主
の

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

本
市
で
も
「
宇
治
市
環
境
美

化
推
進
条
例
」
で
、
飼
い
主

は
犬
の
散
歩
の
と
き
に
は
、

ふ
ん
の
処
理
用
具
を
携
帯
し
、

ふ
ん
を
回
収
す
る
こ
と
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
放
し
飼
い
の
結
果
、

ご
近
所
の
中
に
は
、
ふ
ん
の

不
始
末
や
鳴
き
声
、
望
ま
な

い
子
猫
の
出
産
な
ど
迷
惑
を

感
じ
て
い
る
人
や
、
何
と
か

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
す
。
猫
を
屋

外
で
飼
う
と
、
ほ
か
の
猫
と

け
ん
か
を
し
た
り
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
り
、
病
気
に
感

染
し
た
り
し
ま
す
。
飼
い
主

が
、
猫
の
習
性
に
気
を
つ
け

て
、
し
つ
け
や
食
事
、
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
き
ち
ん
と

行
え
ば
、
猫
は
屋
内
で
も
十

分
に
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   問い合わせ
環境企画課

声
を
か
け
て
現
実
に
引
き
戻

し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。　

③
散
歩
や
食
事
の
時
間
に
な

る
と
催
促
し
て
ほ
え
る
…
同

じ
時
間
に
散
歩
に
行
っ
た
り
、

同
じ
時
間
に
え
さ
を
与
え
た

り
す
る
こ
と
を
や
め
、
催
促

し
て
も
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

ほ
え
る
の
を
や
め
た
ら
散
歩

や
餌
を
与
え
ま
す
。

④
さ
び
し
い
か
ら
ほ
え
る
…

す
ぐ
に
声
を
か
け
て
や
れ
る

よ
う
に
、
飼
い
主
の
い
る
部

屋
の
そ
ば
に
犬
小
屋
を
置
く

と
犬
は
安
心
し
ま
す
。
し
か

し
、
ほ
え
た
ら
顔
を
見
せ
に

来
て
く
れ
る
と
錯
覚
さ
せ
て

は
逆
効
果
で
す
。

環
境
衛
生
課
（
�　

・
２
１

２１

９
８
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
、
午
前
９
時
か
ら

　

時
半
ま
で
引
き
取
り
を
行

１０っ
て
い
ま
す
。

　

猫
は
屋
外
の
自
然
の
中
で

の
び
の
び
と
暮
ら
す
こ
と
が

幸
せ
と
考
え
て
い
る
人
が
多

　

犬
の
飼
い
主
は
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
市
町
村
長
に
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。�
届
け
出
事
項
�①
所

有
者
の
住
所
・
氏
名　

②
犬

を
飼
っ
て
い
る
所
在
地　

③

犬
の
種
類　

④
犬
の
生
年
月

日　

⑤
犬
の
毛
色　

⑥
犬
の

①
道
を
通
る
人
や
犬
に
対
し

て
ほ
え
る
…
す
ぐ
そ
ば
に
行

き
、「
い
け
な
い
」
と
か
「
だ

め
」
と
し
か
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
小
屋
の
位
置
を
変

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
サ
イ
レ
ン
や
チ
ャ
イ
ム
の

音
に
呼
応
し
て
遠
ぼ
え
す
る

…
音
に
陶
酔
し
て
い
る
の
で
、

　

犬
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は

家
族
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
犬
の
種
類
に
応
じ

た
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
犬
の
寿
命
は
、
約　
１５

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

毎
日
、
食
事
や
散
歩
、
ふ
ん

の
始
末
な
ど
世
話
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼

う
に
は
、
家
族
全
員
で
話
し

合
い
、
責
任
分
担
な
ど
を
決

め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
易
な
気
持
ち
で
犬
を
飼
い

始
め
、
十
分
な
世
話
を
怠
る

と
、
犬
は
む
だ
ぼ
え
な
ど
の

問
題
行
動
を
起
こ
し
、
ご
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

群
れ
を
な
し
て
生
活
を
す

る
本
能
を
持
つ
犬
に
と
っ
て
、

飼
い
主
は
群
れ
の
リ
ー
ダ
ー

で
す
。
信
頼
で
き
る
リ
ー
ダ

ー
を
持
つ
と
大
変
従
順
で
服

従
本
能
の
優
れ
た
犬
に
な
り

ま
す
。
犬
を
飼
い
始
め
た
ら

飼
い
主
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
、
服
従
心

を
養
う
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
が
犬
の
わ
が
ま
ま
を

受
け
入
れ
て
育
て
る
と
「
ア

ル
フ
ァ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

呼
ば
れ
る
問
題
行
動
（
飼
い

主
に
対
し
て
う
な
っ
た
り
、

キ
バ
を
む
い
た
り
し
て
挑
戦

し
て
く
る
）
を
起
こ
し
ま
す
。　

散
歩
に
行
く
時
も
必
ず
つ

な
い
で
、
犬
を
し
っ
か
り
制

御
し
ま
し
ょ
う
。

〜〜
他他
人人
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
〜〜

犬
・
猫
な
ど
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

や
む
を
得
な
い
事
情
で
、

犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
き
ち
ん
と
世
話
を

し
て
く
れ
る
引
き
取
り
手
を

探
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
や
猫
の
新
し
い
飼
い
主

が
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
、
宇
治
保
健
所

　　 　 １ か 月 の 自 己 負 担 限 度 額　  　

区　分 自己負担限度額
（外来＋入院）

外来（個人ご
 とに計算） 　

72,300 円＋医療費が
361,500 円を超えた場
合は、その超えた分の
1％を加算 ( 過去 12か
月に 4回以上高額医療
費の支給があった場合、
4 回目以降は 40,200円)

40,200 円一定以上
の所得者

40,200 円12,000 円一　般

24,600 円

8,000 円

Ⅱ

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
） 

低
所
得
者 15,000 円Ⅰ

ご
存
じ
で
す
か
福
祉
医
療
制
度（
老
人
）

□問
 

健
康
生
き
が
い
課

り
ま
す
。

�
外
来
�　

　

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
か

か
っ
た
医
療
費
の
１
割
ま
た

は
２
割
負
担
。
１
か
月
の
自

己
負
担
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

�
入
院
�

　

医
療
費
の
１
割
ま
た
は
、

２
割
負
担
。
１
か
月
の
自
己

負
担
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

�
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た

と
き
�

①
外
来
に
よ
り
１
か
月
に
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
額
が
１

か
月
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
と
き
、
個
人
ご
と
に

計
算
を
し
て
超
え
た
分
が
申

請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
同
じ
世
帯
内
に
福
祉
医
療

（
老
人
）
受
給
者
が
複
数
の

場
合
で
、
同
じ
月
に
外
来
・

入
院
で
支
払
っ
た
自
己
負
担

の
合
計
が
世
帯
の
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
の

区
分
な
く
合
算
で
き
、
調
剤

も
含
ま
れ
ま
す
。
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
該
当
月
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
額
医
療
費
の
支
給
申
請

に
必
要
な
も
の
…
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
領
収
書
（
保
険
診
療

点
数
、
氏
名
の
明
記
さ
れ
た

も
の
）、
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）

※
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

持
ち
、
世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
人
は
、
入
院
費

が
減
額
で
き
る
「
福
祉
医
療

費
の
一
部
負
担
金
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食
事
療

養
費
は
、
現
在
加
入
し
て
い

る
各
医
療
保
険
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、

申
請
を
し
た
そ
の
月
の
１
日

の　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す

２０

６０

べ
て
の
人
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
の
種
別
に
は
、
①
第

１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業
・

農
林
漁
業
従
事
の
人
や
学
生
、

無
職
な
ど
の
人　

②
第
２
号

被
保
険
者
＝
会
社
や
官
公
庁

な
ど
に
勤
務
し
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人　

③
第
３
号
被
保
険
者

＝
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者　

の
３

種
別
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

種
別
で
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し

て
、
自
分
が
納
め
た
保
険
料

（
納
付
期
間
）
に
応
じ
て
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
希

望
に
よ
り
、
国
民
年
金
に
加

入
（
保
険
料
を
納
付
）
し
、

自
分
が
将
来
受
け
取
る
年
金

の
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
も

し
も
の
と
き
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
海
外
に
住
む　

歳
以
上　

２０

６５

歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す

る
人

�
日
本
に
住
む　

歳
以
上　

６０

６５

歳
未
満
の
人
（
年
金
額
を
満

額
に
近
づ
け
た
い
人
や
年
金

受
給
資
格
を
満
た
し
た
い

人
）。
た
だ
し
、
昭
和　

年
３０

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

日
本
在
住
の
人
で
、　

歳
の

６５

時
点
で
年
金
受
給
に
必
要
な

年
数
に
満
た
な
い
人
の
う
ち
、

　

歳
ま
で
の
間
に
必
要
年
数

７０を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
同
課
（
海
外

転
出
の
場
合
で
最
終
住
所
地

に
家
族
が
い
な
い
場
合
は
、

�
日
本
国
民
年
金
協
会
＝
�

　

・
３
２
６
５
・
２
８
８
５
）

０３へ
。　　

　

た
だ
し
、
加
入
の
申
し
出

を
し
た
時
か
ら
止
め
る
申
し

出
を
し
た
時
ま
で
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
は
１
か
月

１
万
３
３
０
０
円
で
す
。
例

え
ば　

歳
か
ら　

歳
に
な
る

６０

６５

ま
で
の
５
年
間
（　

か
月
）

６０

加
入
す
れ
ば
、　

歳
か
ら
受

６５

け
る
年
金
額
は
、
平
成　

年
１５

度
の
額
で
、
年
額
９
万
９
６

２
５
円
（
平
成　

年
度
の
計

１５

算
額
）
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
在
住

年金額を増やす
国民年金の
任意加入を

   
こ
ん
な
む
だ
ぼ
え
を

   
防
ぐ
に
は

性
別　

⑦
犬
の
名
前　

⑧
そ

の
ほ
か
犬
の
特
徴
。
ま
た
、

転
居
な
ど
で
、
住
所
変
更
が

生
じ
た
場
合
や
、
犬
が
死
亡

し
た
と
き
は
環
境
企
画
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
と
き
は

　

届
け
出
を

　

犬
の
放
し
飼
い
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

　

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
性
的
ス
ト
レ
ス

か
ら
解
放
さ
れ
る
、
性
格
が

穏
や
か
に
な
る
な
ど
の
利
点

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
長

生
き
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
  
猫
を
屋
内
で

　
  
飼
い
ま
せ
ん
か

　
  
他
人
に
迷
惑
を

　
  
か
け
な
い

　
  
犬
を
飼
う
た
め

　
  
の
心
構
え

　
  
犬
を
飼
う
た
め

　
  
の
心
構
え

　
  
信
頼
さ
れ
る

　
  
リ
ー
ダ
ー
に

か
ら
認
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

申
請
時
に
は
、
健
康
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
平
成　

年
１
月
１

１５

日
現
在
、
市
に
住
民
登
録
の

な
い
人
は
、
転
入
前
の
住
所

地
で
発
行
さ
れ
る
所
得
証
明

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
生
き
が

い
課
医
療
係
へ
。

京の
ねんきん丸

□問 国保年金課

飼
い
犬
・
猫
の
引
き
取
り

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

こ
の
制
度
は
、
保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
た
だ
し
、「
老

人
保
健
法
」
に
準
ず
る
一
部

負
担
金
の
支
払
い
が
必
要
で

す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
負
担
金
は
、「
定
率
１

割
で
、
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
人
は
「
定
率
２
割
」
で

す
。

　
 　
  
対　
　
 
象　
　

　
　

歳
〜　

歳
の
人
で
次
の

６５

６９

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
所
得
税
を
課
し
て
い
な
い

世
帯
に
属
す
る

②
老
人
世
帯
（　

歳
以
上
の

６０

人
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

な
ど
）
に
属
す
る

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ

　
  
適
正
な
繁
殖

　
  
制
限
を



会
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
、

�
０
７
５
・
６
３
１
・
０
８

２
５
）

※ 
両
会
場
へ
は
自
家
用
車

か
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
駐
車
場
有
り
）。

●
京
阪
宇
治
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
発
＝
午
前
８
時
半
・　

時
・

１０

午
後
０
時
半

●
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
南
側
ロ
ー

タ
リ
ー
発
＝
午
前
８
時　
３５

分
・　

時
５
分
、
午
後
０
時

１０

　

分
３５●

城
南
高
校
前
バ
ス
停
発
＝

午
前
８
時　

分
・　

時　

分
、

４５

１０

１５

午
後
０
時　

分
４５

● 
近
鉄
大
久
保
駅
（
自
衛
隊

側
バ
ス
停
）
発
＝
午
前
８
時

　

分
・　

時　

分
、
午
後
０

５０

１０

２０

時　

分
５０

●
緑
ケ
原
口
バ
ス
停
（
サ
テ

ィ
前
）
発
＝
午
前
９
時
・　
１１

時　

分
２５

　

運
動
を
始
め
た
く
て
も
そ

の
自
信
が
な
い
人
の
た
め
に
、

黄
檗
体
育
館
の
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
教
室
で
使
っ
て
い
る
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
機
器
の
一
般

利
用
を
始
め
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
と
は
、

使
う
人
に
合
っ
た
運
動
が
で

き
る
よ
う
、
微
調
整
が
可
能

な
６
種
類
の
機
器
を
使
っ
て

行
う
運
動
方
法
で
す
。
ふ
だ

ん
使
っ
て
な
い
筋
肉
を
動
か

し
た
り
、
神
経
に
刺
激
を
与

え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

体
を
動
か
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

▼
利
用
す
る
に
は
…
次
の
①

②
の
順
番
で
講
習
会
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
「
黄

檗
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
承
認
証
」
を
持
つ
人
は

②
の
み
受
講
し
て
く
だ
さ
い

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
実
技

講
習
会
＝
体
の
動
か
し
方
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。
原
則
、

毎
月
、
第
４
土
曜
（　

月
は

１１

　

日
）、
午
後
１
時
半
か
ら

２２同
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

同
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
受
講
料
＝
千
円
。
受

講
後
、「
黄
檗
体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
使
用
承
認
証
」

を
交
付
し
ま
す

②
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
機
器
実

技
講
習
会
＝
毎
月
、
第
１
・

２
・
３
・
４
土
曜
、
午
前　
１０

時
〜
正
午
に
同
館
で
行
い
ま

す
。
受
講
料
＝
無
料
。
受
講

後
、
①
の
承
認
証
に
「
講
習

済
み
シ
ー
ル
」
を
は
り
ま
す

▼
利
用
日
時
…
同
館
の
開
館

時
間
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
が
行

わ
れ
る
、
原
則
、
毎
週
火
・

金
曜
の
午
前
中
は
除
き
ま
す

▼
利
用
料
金
…
通
常
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
利
用
料
金
と
同

額
で
す
。
◎
午
前
９
時
〜
正

午
＝
３
０
０
円
◎
午
後
１
時

〜
５
時
＝
３
０
０
円
◎
午
後

６
時
〜　

時
＝
４
０
０
円

１０

▼
休
館
日
…
毎
週
水
曜

▼
問
い
合
わ
せ
…
◎
講
習
会

と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
黄
檗
体
育

館
（
�　

・
９
２
４
９
）
へ
。

３９

◎
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
や
、

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
宇
治
市
基
幹
型

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
�　

・
４
３
５
１
、　

月　

４８

１１

１０

日
以
降
�　

・
３
１
８
０
）へ
。

２８

　
　

月
は
、
全
国
青
少
年
健

１１
全
育
成
強
調
月
間
で
す
。

　

市
で
は
、
毎
年　

月
に
青

１１

少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
一

環
と
し
て
、
宇
治
市
「
中
学

生
の
主
張
」
大
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

青
少
年
の
豊
か
な
感
性
で
、

社
会
の
姿
を
的
確
に
捉
え
、

今
、「
何
を
考
え
、
何
を
悩
み
、

何
を
求
め
て
い
る
の
か
」、

市
立
各
中
学
校
の
代
表
９
人

が
、
自
ら
の
主
張
を
力
い
っ

ぱ
い
発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
…　

月　

日
�
、
午

１１

１５

後
１
時
半
〜
４
時

◆
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

◆
内
容
…
①
中
学
生
の
主
張

（
テ
ー
マ
＝
◎
中
学
生
と
し

て
、
友
人
、
大
人
、
社
会
に

訴
え
た
い
こ
と　

◎
学
校
生

活
の
中
で
考
え
る
こ
と　

◎

家
庭
、
地
域
社
会
で
の
生
活

を
通
し
て
考
え
る
こ
と　

◎

校
外
活
動
に
参
加
し
た
経
験

の
中
で
得
ら
れ
た
こ
と
な

ど
）

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
・T

ornadocune

（
ト
ル
ネ
ー
ド
キ
ュ
ー
ン
）

の
演
奏

◆
参
加
費
…
無
料

◆
表
彰
…
◎
宇
治
市
教
育
委

員
会
賞　

◎
宇
治
市
連
合
育

友
会
賞　

◎
宇
治
市
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
賞

　

□問
 

青
少
年
課
（
�　

・
９

３９

２
８
３
）

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

チケットは下記プレイガイドで１１月７日（金）から発売
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 □問 文化センター（� 39-9333） 

文化センター
大ホール

平成16年3月25日（木）
午後6時半開演
（午後6時開場）

全席指定 6000 円
（当日6500円）

　

京
都
府
下
水
道
公
社
洛
南

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理

施
設
の
公
開
や
下
水
道
に
関

す
る
展
示
、
ま
た
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
行
い

ま
す
。

�
と
き
…　

月
９
日
�
、
午

１１

前　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
の

１０
場
合
は　

月　

日
�
に
順
延
。

１１

１６

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
中

止
）

�
と
こ
ろ
…
京
都
府
洛
南
浄

化
セ
ン
タ
ー
（
下
図
参
照
）

�
内
容
…
施
設
の
公
開
、
や

さ
し
い
水
質
実
験
、
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
、「
エ
コ
・
京
レ
ン

ガ
」
の
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
環
境
ま
つ
り
と
あ

わ
せ
て
２
２
０
店
舗
程
度
出

店
）、
水
生
生
物
の
展
示
、
下

水
道
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

作
品
展
示
な
ど

�
参
加
費
…
無
料

　

□問
 

京
都
府
下
水
道
公
社
洛

南
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
�
０
７

５
・
６
３
２
・
１
４
３
３
）

　

巡
回
無
料
法
律
相
談
を
、

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
…　

月　

日
�
、
午

１１

１８

後
１
時
〜
３
時
（
１
人　

分
１５

程
度
）

◆
と
こ
ろ
…
市
役
所
市
民
相

談
室

◆
担
当
…
京
都
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士

◆
定
員
…
先
着
８
人

◆
申
し
込
み
…　

月
４
日
�

１１

か
ら
電
話
で
広
報
課
市
民
相

談
係
へ

中学生が主張 下
水
道

下
水
道
まま
つ
り
・

つ
り
・
環
境
環
境
まま
つ
り
つ
り

　

宇
治
市
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、

広
野
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

で
、
�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

の
運
営
に
よ
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

中
消
防
署
が
う
じ
安
心
館

内
に
移
転
す
る
こ
と
か
ら
、

宇
治
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
中
消
防
署

跡
の
建
物
に
一
時
的
に
移
転

し
ま
す
。
移
転
先
で
は
、　
１１

月　

日
�
か
ら
活
動
を
始
め

１０
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
内

の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
皆
さ
ん
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

◆
移
転
先
の
所
在
地
…
宇
治

琵
琶
１
�
３（
中
消
防
署
跡
）

◆
移
転
先
で
の
業
務
の
開
始

日
…　

月　

日
�
か
ら

１１

１０

※
同
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
伴

い
、
同
セ
ン
タ
ー
内
の
「
リ

ハ
ビ
リ
推
進
係
」
も
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

同
係
に
ご
用
の
あ
る
人
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

宇
治
市
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�　

・
４８

４
３
５
１
、　

月　

日
以
降

１１

１０

�　

・
３
１
８
０
）

２８

　

月
９
日　

１１

（日）

一般利用を開始
パワーリハビリ機器宇

治
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

中
消
防
署
跡
に
移
転

～何を考え、何を悩み、
　　　何を求めているのか～

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

下
水
道
ま
つ
り

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

環
境
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
本
市
を
含
む
３
市
３
町
と

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
構

成
）
で
は
、
環
境
ま
つ
り
を

行
い
ま
す
。

�
と
き
…　

月
９
日
�
、
午

１１

前
９
時
半
〜
午
後
３
時
（
雨

天
の
場
合
は
、　

月　

日
�

１１

１６

に
順
延
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
中
止
）

�
と
こ
ろ
…
城
南
衛
生
管
理

組
合
沢
清
掃
工
場
（
ク
リ
ー

ン
ピ
ア
沢
）・
洛
南
浄
化
セ
ン

タ
ー
運
動
広
場（
下
図
参
照
）

�
内
容
…
家
具
・
自
転
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
市
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
、
自
転
車
タ
ク
シ
ー
、

新
鮮
野
菜
の
朝
市
、
各
種
啓

発
コ
ー
ナ
ー
な
ど

�
参
加
費
…
無
料

　

□問
 

環
境
ま
つ
り
実
行
委
員

環
境
ま
つ
り

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

時
刻
表

□問
 

広
報
課
市
民
相
談
係

文化センター、観光協会、観光案内所（ＪＲ宇治駅前・
近鉄大久保駅構内）、市内各コミュニティセンター、ア
ルプラザ宇治東・城陽、チケットぴあ（Ｐコード 157-
606）、ローソンチケット（Ｌコード 56586）
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巡
回
無
料
法
律
相
談

弁
護
士
に
よ
る
相
談

11月10日11月10日からから

移
転
先
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催し
■庵寺山古墳の秋の一般公開
　多くのはにわや副葬品が出土し
たことで知られる庵寺山古墳（広
野町丸山）を公開します。駐車場
はありません。徒歩でご参加くだ
さい。�とき…11月8日�、午前
10時～午後4時�参加費…無料
　�歴史資料館 （� 39-9260）
■歴史講座
　�とき…11月 11日�、午後2
時～�ところ…中央公民館�内容
…「水辺のムラの東西交流～ 巨椋 

おぐら

池をめぐる弥生・古墳時代の考古
学～」・講師＝高野陽子さん（京都
府埋蔵文化財調査研究センター調
査員）�参加費…無料　�歴史資
料館（� 39-9260）
■小・中学生の文化財見学会
　小倉の巨椋神社や地蔵院、製茶
工場を見学します。�とき… 11
月15日�、午後1時（小倉小学校
に集合）～4時（雨天決行）�対象
…小学校3～ 6年生と中学生（保
護者参加可）�参加費…無料　□申 
各市立小・中学校か歴史資料館（�
39-9260）へ。
■地域子育て支援基幹センター
　�同センター（� 39-9109）
　＜園庭開放＞�とき・ところ…
下表のとおり。いずれも雨天中止、
駐車場はありません。

　＜たんぽぽ村＞�とき… 11月11
日�・14日�・18日�・21日�、
午前10時～11時半�ところ…西
部地域子育て支援センター�対象
…2歳までの子とその親�内容…
うた・手遊び・おもちゃ遊びなど
■大久保青少年センター
　□申 ＜お手玉をつくろう＞は同セ
ンター（� 39-9281）へ。　　　　
　＜あそびの広場・ドッジボール
広場＞�とき… 11 月1日�・15日
�、午前10時半～正午�内容…
囲碁、将棋、ドッジボールなど�
対象…小学生以上�参加費…無料
　＜木工広場＞�とき…11月15
日�、午前9時半～正午�内容…
木切れで自由作品をつくる�対象
…小学生以上�参加費…無料
　＜お手玉をつくろう＞�とき…
11月23日�、午前9時半～正午
�対象…小学3年生以上�定員…
先着30人�参加費…無料
　＜映画会＞�とき…11月23日�、
午後1時半～3時半�内容…ワン
ピース～デッドエンドの冒険～�
対象…幼児以上�参加費…無料
■笠取の紅葉ハイキング～たき
　火で焼きいもパーティー～
　ハイキングの後、落ち葉を集め
て焼きいもを作ります。�とき…
11月 23日�、午前10時～午後
3時（雨天中止）�ところ…アクト

パル宇治�定員…50人（多数の場
合は抽選）�参加費… 100円　□申 
往復はがきかファクスで「笠取の
紅葉ハイキング」、代表者の住所・
郵便番号・電話番号、参加者全員
の氏名・年齢・性別を書き、11月
11日�（消印有効）までにアクト
パル宇治（〒601-1392西笠取辻
出川西1、� 075-575-3501、�
075-575-3511）へ。
■社会福祉協議会
　�同協議会（�22-5650、�22-
5654）
　＜おしゃべりキャッチボール＞
興味・関心のある人はどなたでも
どうぞ。�とき…11月6日�、午
前10時～正午�ところ…総合福
祉会館�内容…参加者同士のおし
ゃべり、身近な子育て情報・遊び
のヒント（ミニプログラムあり）、
子育てサークルの紹介など
　＜赤ちゃんサロン＞�とき…
11月 7日�、午前10時～ 11時
半�ところ…総合福祉会館�対象
…市内在住の妊婦さん及び、おお
むね1～6か月の赤ちゃんとその
親�内容…参加者同士でのおしゃ
べり、ふれあい遊びなど�持ち物
…バスタオル�参加費…200円
　＜西小倉地区福祉バザー＞�と
き… 11月 3日�、午後1時～ 3
時�ところ…南小倉小学校体育館
　＜南部学区福祉バザー＞�とき
…11月9日�、午前11時～午後
2時半（少雨決行）�ところ…フレ
ッシュ三室戸駐車場
　＜大久保学区福祉バザー＞�と
き…11月16日�、午後1時～�
ところ…大久保小学校体育館
■ 「全国青少年健全育成強調月
　間」の取り組み
　「育てよう青少年、見つめよう
地域社会～子どもは地域で育つ、
地域は子どもで結ばれる～」をテ
ーマにパネル展を開催します。�
とき…11月7日�～20日�（20
日は午前中のみ）�ところ…生涯
学習センター�内容…パネル展示、
情報コーナーなど�参加費…無料
　�青少年課（� 39-9283）
■おやこっこらんど
　�とき… 11月11日�、午前10
時～ 11時半�ところ…生涯学習
センター�内容…ダンボールで作
ったおみこしで遊ぼう�対象…乳
幼児とその親�参加費…無料　�
同センター（� 39-9500）
■会長杯 「ニュースポーツ大会」
　�とき…11月 15日�、午後1
時半～4時�ところ…南宇治コミ
ュニティセンター�内容…スカッ
トボール�定員…先着60人�参
加費…無料　□申 同センター（�39-
9185）
■信楽線開通70周年記念　
　「未来鉄道クイズラリー」
　信楽高原鉄道㈱では、信楽高原
鉄道・近江鉄道で巡る「未来鉄道ク
イズラリー」を行います。�とき

…11月16日�まで（応募は11月
17日�消印有効）�内容…応募は
がき付きの所定の用紙に、信楽高
原鉄道と近江鉄道の駅に設置して
あるスタンプを押し、両鉄道の車
内に掲示してあるクイズの答えを
記入して応募してください（用紙
は市役所1階行政資料コーナーに
あります）。抽選で、市が加盟す
る京都南部横断鉄道新線研究会か
らの記念品や、びわこ京阪奈線
（仮称）鉄道沿線予定自治体の物産
品が当たります。　�交通対策課
■ニュースポーツひろば
　�とき…11月 15日�、午前9
時半～正午と午後1時～ 4時（雨
天時は屋外種目のみ中止）�とこ
ろ…西宇治公園（屋内種目は上靴
持参）�内容…午前は、屋内・屋外
の各種ニュースポーツの紹介と実
践。午後は、屋内＝ソフトバレ
ー・ファミリーバドミントン、屋
外＝エコロベース・ペタンク�参
加費…無料　□申 エコロベースのみ
3人以上のグループで生涯スポー
ツ課へ。それ以外は当日会場へ。
■ペタンクフェスティバル
　ペタンクは鉛の玉を使ったおは
じきのようなスポーツです。試合
前に実技指導もします。�とき…
11月15日�、午前9時半～正午
（雨天中止）�ところ…西宇治公園
�内容…2対 2のチーム戦�チー
ム編成…選手2～3人で出場は2
人�参加費…無料　□申 生涯スポー
ツ課にある所定の用紙で11月13
日�まで（必着）に同課へ。
■世代交流スポーツ大会
　�とき…12月7日�、午前9時
～�ところ…西宇治体育館・多目
的広場、北小倉小学校�種目…①
ドッジボール（対抗戦）＝大人と子
ども1チーム9人　②エコロベー
ス（対抗戦）＝大人と子ども1チー
ム10人　③ファミリーバドミン
トン（対抗戦）＝大人と子どもで1
チーム3人　④コンピューターに
よる体力年齢測定　⑤フットサル
　⑥ゲートボール　⑦ニュースポ
ーツ体験コーナー　⑧ミニバスケ
ット（小学生）　⑨グラウンド・ゴ
ルフ　⑩風船アート�参加費…い
ずれも無料　□申 種目の①・②・③に
ついては、11月 28日�までに市
内の市公共施設にある所定の用紙
で生涯スポーツ課へ。
■税を知る週間（11月 11日
　～ 17日）の催し
　市内の小学生が描いた、税に関
する絵画を展示します。�とき…
11月 11日�～17日��ところ
…市役所1階ギャラリーコーナー
　�宇治税務署（� 44-4141）か
市民税課
■小倉公民館まつり
　�とき…11月 15日�・16日
�、午前10時～午後4時�とこ
ろ…小倉公民館�内容…舞台発
表・作品展示・模擬店・ビンゴゲ
ームなど　�同館（� 39-9274）

お知らせ
■体に障害がある人のための
　相談　
　�とき…◎整形外科＝毎週水・
金曜　◎耳鼻科＝第2・4水曜　
◎眼科＝第2・4木曜、いずれも
午後1時～3時�ところ…京都府
身体障害者更生相談所（城陽市中

月1日現在）でバイク、自転車等
で通勤できる人�勤務日・勤務時
間…休日を除く月10日程度、午
前8時半～午後5時の間で指定す
る時間�選考方法…書類選考　□申 
11月11日�までに市販の履歴書
（要顔写真）に必要事項を書き、本
人がこども福祉課へ直接持参。
■宇治田楽まつりボランティア
　スタッフの募集
　宇治田楽まつり実行委員会では、
企画・運営・実演を一緒に行うボラ
ンティアスタッフを随時募集して
います。�応募資格…高校生以上
で夜間の活動もでき、責任と協調
性を持って取り組める人　□申 はが
きかファクスに、住所・氏名・年
齢・性別・職業・電話（ファクス）
番号・あればＥメールアドレスを
書 き、同 実 行 委 員 会（〒611-
0041槇島町吹前55-2 ブリオ�
内、� /� 22-5557）へ。市所管
は文化自治振興課　

官公署・その他
■名神高速道路・京滋バイパス
　夜間通行止め規制工事
　�とき…11月 10日�～19日
�（土・日曜を除く）、いずれも午
後8時～午前6時（雨天決行）�工
事規制区間…◎名神高速道路＝栗
東Ｉ . Ｃ . ～吹田Ｉ . Ｃ .（吹田Ｊ . Ｃ . Ｔ .
ランプ含む）　◎京滋バイパス＝
久御山Ｊ . Ｃ . Ｔ～大山崎Ｊ . Ｃ . Ｔ .　
�日本道路公団関西支社茨木管理
事務所（� 072-622-4887）

芦原）�対象…身体障害者手帳を
持つ人�内容…医療相談・補装具
相談など�費用…無料　□申 障害者
福祉課
■国民健康保険人間ドック・脳
　ドック受診補助（後期）受付
　開始
　受診補助は年度内（15年4月～
16年 3月）に人間ドック・脳ド
ックそれぞれ1回限りです。必ず
受診前に申し込みをしてください。
�受付期間…11月4日�～14日
��対象…受診日現在で、市国民
健康保険に継続して1年以上加入
している満35歳以上の人で、入
院中か妊娠中でない人（脳ドック
は、ペースメーカーを装着してい
る人は受けられません）�定員…
人間ドック 170人、脳ドック50
人（多数の場合は抽選。当選者に
は利用券、落選者には通知を11
月下旬に送付します）�受診期間
…利用券到着(12月上旬)～16年
3月中�自己負担額…健診費用の
3割相当額（下表）　□申 国民健康保
険証と印鑑を持って国保年金課へ
（電話申し込みは不可）。

■ポリオ生ワクチンの服用
　�とき…下表のとおり。いずれ
も午後2時～ 3時 20分�ところ
…うじ安心館�対象…生後3か月
～90か月未満。初日は混雑が予
想されます。なるべく初日以外に
お越しください。　�保健推進課

■就学時の健康診断
　来年4月に小学校に入学する幼
児（平成9年 4月 2日～ 10年 4
月 1日生まれ）を対象に各小学校
で就学時の健康診断を行います。
必ず受診してください。対象者に
は既に通知していますが、まだ届
いていない人は学校教育課へ。
■育成学級アルバイトの募集
　�勤務内容…育成学級指導員の
補助�応募資格… 45歳未満（11

同胞保育園10：00～11：3011/6�
槇島保育所10：00～11：0011/7�
同胞保育園

10：00～11：3011/13
　 � 小倉双葉園

保育所

11 月　　　　　○印が接種日
金木水火月
��５�３
��１２��
��１９��
��２６�24

婦人科健診無し婦人科健診有り
1万1970円1万2910円人間ドック

9450 円脳ドック
1万9840円2万790円同時受診

12月 6日�　午前10時～午後4時40分と き
生涯学習センターと こ ろ
①「高齢社会/メディア社会」を考える－メディア
が構成する「現実」～敬老の日のテレビニュース
分析～　②ニュースの中のテレビＣＭとメディ
アの広告機能　③多様な情報の必要性を考えよ
う　④まとめ

内 容

新開清子さん・田島知之さん（ＮＰＯ法人ＦＣＴ市
民のメディア・フォーラム）

講 師

先着30人定 員
無料参 加 費
住所・氏名・年齢・性別・電話番号、保育（2歳～
小学3年生）を希望の場合は子どもの名前・年齢・
性別を書き、同センター（〒611-0021宇治琵琶
45-14、� 39-9500、� 39-9501、メールア
ドレス shogaigakushu@city.uji.kyoto.jp）へ。

応募方法

あんでらやま

　私たちは新聞やテレビなどの報道により世界中のさまざ
まな出来事を知っている、と思っています。しかしそれは
「現実」ではなく「メディアによって構成された現実」です。
どうすればあふれる情報に流されない確かな視点を持てる
か、実際のニュースやＣＭの映像を見ながら考えます。

  灰方　美晴ちゃん
Ｈ１４．１０．３１○生 ／寺山台

    明るく元気に育ってね。

 14 年 11月生まれのお子さん。
7日（金）までに広報課へ

メディア社会を主体的に生きる力をつけよう
～今、なぜメディア・リテラシーか～



献血
● 5 日�、午前 10時～正午＝産業会館、
　午後１時半～3時半＝大久保ショッピ
　ングセンター
● 20 日�、午前 10時～正午、午後１時
　半～ 3時半＝アルプラザ宇治東
相談あんない　　
■青少年相談　18日�、午後1時～4時、
　宇治公民館。□問 保護司会・下岡範男さ
　ん（� 22-1249)。
■府交通事故相談　5日�・19日�、午
　前9時～ 11時半、午後1時～ 4時、
　来庁順に相談。□問 宇治地方振興局（�
　21-2101）。
■暴力にかかわる困りごと相談　10日 
　�、　午前9時～午後4時、来庁順に相
　談。　□問 宇治地方振興局（� 21-2101）。
   府暴力追放運動推進センター（� 075-  
　451-8930）では電話での相談も可。

■社会保険相談　19日�、午後2時～ 4 
    時、ペアーレ宇治。年金・健康保険な
　ど。 □問 国保年金課
■法律相談　毎週木曜、午後 1時半～ 3
　時半、総合福祉会館。� 23-0857 へ。
　電話予約を。
■多重債務相談   12 日�、午後 6時～ 9
　時、総合福祉会館。先着9人。 消費者
　金融などでお困りの人。� 23- 0857
　へ。 電話予約を。　
■宇治青少年こころの電話　毎週月曜～
　金曜、午前 9時～午後 5時、青少年問
　題の悩みなどお気軽に。� 24-0800。
■家庭児童相談　毎週月曜～金曜、午前
　10時～午後 4時。児童と家庭に関す
　る困りごとなど。� 39-9178。
　　市 ､社会福祉協議会では、このほかにも各
種相談事業を実施しています。詳しくは 15
年度版「市民カレンダー」をご覧ください。

保健・衛生・相談

「安倍晴明・紫式部を歩く」高原豊明・岡本
小夜子著 /講談社    今なお話題の安倍晴明と
紫式部。二人は共に同時代
を生き、共に藤原道長とか
かわったことから、この本
が誕生しています。京都を
中心に、北は東北、南は九
州、韓国まで、二人のゆか
りの地が解説を交えて紹介
されています。

「わが師　山本周五郎」早乙女貢著 /第三文
明社   周五郎没後 35年、生誕 100年を記念
して、弟子である著者が、周五郎との出会い
や、その素顔、交遊関係、小説観などについ
て、当時を回想して語るように書いています。
「たった一行で、読者を号泣させる」と言われ
る周五郎小説の魅力に迫り、核心に触れるこ
とができます。

☆「おひさまとおつきさまのけんか」せなけ
いこ文・絵 /ポプラ社　始まりは小さなこと
でした。お日さまとお月さまがけんかをした
ら、私たちの地球はどうなってしまうのでし
ょうか。ユーモアあふれるはり絵とストーリ
ー展開が楽しい一冊です。

☆「むしゃくしゃかぞく」ラッセル・ホーバ
ン文 /リリアン・ホーバン絵 /福本友美子訳 
 / あすなろ書房   「むしゃく
しゃかぞく」は、いつも、む
しゃくしゃ。けんかばかり
して暮らしています。とこ
ろがある日、坊やが不思議
なものを拾ってきて…。 「フ
ランシス」シリーズの著者
による、小さな楽しい絵本。
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（☆は児童書です）

城南衛生管理組合 � 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日曜、祝日を除く）に上記組合へ11 月のし尿収集日程

大久保町宇治・白川笠取・炭山
大久保町（｢久保（ＪＲ以東）」除く）11/25白川、金井戸11/12池尾11/17
久保（ＪＲ以東）11/4・26乙方、山本、東内、又振、山田、紅斉11/17笠取、二尾11/10,12/2

槇島町半白11/18炭山11/13
大町、島前、五才田、中川原、吹前
一町田、月夜、石橋（全域）、外、郡

11/17
蔭山11/19六地蔵
蛇塚11/25六地蔵（ＪＲ以西・以南）11/17

大川原、十六、十八、十一、二十四
三十五、千足、清水、目川

11/10,12/2
池森、弐番（府道以北）11/6・28六地蔵（ＪＲ以東・以北）11/25
樋ノ尻、小桜、戸ノ内、米阪、天神
矢落（ＪＲ以北）、若森（ＪＲ以北）、里尻（ＪＲ以北）

11/7,12/1
木幡

落合、南落合、一ノ坪11/11,12/3木幡（ＪＲ以西）11/17
薗場、大幡、北内
門口、幡貫

11/12
野神、琵琶、大谷（権現町含む）、弐番（府道以南）11/11,12/3北畠、檜尾、北山畑、南山畑、南端

東中（ＪＲ以東）、大瀬戸（ＪＲ以東）、中村（ＪＲ以東）
11/21

下居、善法 ､塔川
妙楽（県神社お旅線以南  186 番地～）
壱番（県神社お旅線以南）

11/12 小倉町畑山田、御園、赤塚、御蔵山、平尾、須留、花揃
南山、金草原、正中（ＪＲ以東）、陣ノ内（ＪＲ以東）

11/25
南浦（28 番地～）11/14
老ノ木、天王、久保、寺内11/18妙楽（県神社お旅線以北  1 ～ 185 番地）

壱番（県神社お旅線以北）、宇文字 ､蓮華
矢落（ＪＲ以南）､若森（ＪＲ以南）、里尻（ＪＲ以南）

11/13
五ケ庄

中畑、東山11/19北ノ庄、西田、古川、寺界道、大林、谷前、野添、梅
林、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（ＪＲ以西）

11/14
南堀池、堀池11/20
西畑、奥畑11/25神明・開町・羽拍子町平野（ＪＲ以西）、折坂（ＪＲ以西）

福角（ＪＲ以西）、日皆田
11/17

西山（全域）、神楽田（近鉄以東）11/4・26石塚（心華寺通以西）、羽拍子町11/5・27
新田島、春日森11/11,12/3石塚（心華寺通以東）、宮北（1～ 6番地）11/6・28岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内11/18
山際、蓮池、西浦、南浦（1～ 27 番地）
神楽田（近鉄以西）

11/13
開町、宮北（1～ 6番地除く）11/7,12/1一番割、二番割、西浦（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）

平野（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、福角（ＪＲ以東）
11/20

宮東、宮西 11/10,12/2
伊勢田町・安田町広野町三番割、広岡谷、芝ノ東（ＪＲ以東）11/21

南遊田11/20西裏、茶屋裏、桐生谷（ＪＲ以西）、寺山（ＪＲ以西）
東裏（ＪＲ以西と府道以南）

11/25
 莵道・志津川

南山、ウトロ､中ノ荒、新中ノ荒
毛語、遊田 ､砂田 ､井尻
中ノ田 ､浮面、名木、安田町

11/21
志津川、田中、荒槇、大垣内11/17

宮谷、寺山（ＪＲ以東）、尖山一部（4番地）11/4・26東隼上り、西隼上り、森本、藪里、西中、東中、段ノ上
出口、谷下り、中筋、大谷、河原、門前
只川、池山、岡谷、妙見、平町（京滋バイパス以北）

11/18 丸山、中島、大開、尖山一部（2番地、6番地）11/5・27
中山、大谷11/25一里山、小根尾、東裏（ＪＲ以東の府道以北）11/6・28
北山、若林11/4・26桐生谷（ＪＲ以東）11/7,12/1車田、丸山、平町（京滋バイパス以南）11/19

第１３６６号  宇　治　市　政　だ　よ　り 　２００３年（平成１５年）　１１月１日発行 （６）

源氏物語ミュージアム所蔵
　伝土佐光則筆「源氏絵鑑帖」より
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下 �

中央� 39-9256 ／東宇治� 39-9182 ／西宇治� 39-9226図書館

� 展 示 会

� 12 月 の 講 習会 ※申し込みは 1か月前から電話か来園で受け付けします（先着順）。

※ 11月の休館日は 4日�・10日�・17日�・25日�・26�・27日�です。

�見ごろの植物

基
礎
知
識
編

約 120鉢。実演・相談コーナー。即売有り。寒蘭（かんらん）展            7 日�～ 9日�  
木の実、約 150種類の標本展示。木の実やつ
るなどを用いたアートの展示。マツカサ標本
も展示。　   

木の実と秋のナチュラル
アート展                  11日�～30日�　

30人ドアや壁に飾るクリスマスリース作り 
（材料費 2500 円） クリスマスリース作り6日�

25 人 シクラメンなどを使った洋風寄せ植え作り
 （材料費 2800 円）　  正月の寄せ植え作り  13 日�

植物公園 � 39-9387 ※展示会・講習会には入園料が必要です。

いずれも午後 3時半～ 4時
対象…3歳以上でひとりで話
　　　が聞ける子ども
内容…手あそび、読み聞か
　　　せ、紙芝居など
参加費…無料

  12 日�中　央

 5 日�東宇治

  19 日�西宇治

いずれも午後 3時半～ 4時
対象…子どもから大人まで
内容…主にストーリーテリン
　　　グ（素話）  
参加費…無料

  15 日�中　央

  26 日�東宇治

お は な し 会

おはなしたまてばこ

園内では、カエデ類の紅葉やドングリ、そして約 30種類の野菊
類でお楽しみいただけます。温室では、ダツラ、ブルージンジャ
ー、ラン類が鮮やかです。

※講習会の時間はいずれも午後 1時半～ 3時半
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